









































































































年間利用者数（人） 23,636 23,616 24,350 23,242 25,458 28,570 26,700 25,967 24,358 NA
運賃収入（千円） 4,239 3,019 2,986 2,966 3,286 3,922 3,783 3,845 3,329 1,330
運行委託料（千円） 15,214 17,857 18,994 16,374 16,897 12,975 11,299 11,008 7,248 4,401



























































































































分類 北部エリア 南部エリア まちなかエリア
就学前乳幼児 無料 無料 無料
小学生、障害者手帳保有者 300円 300円 100円




































































































事業費 11,133 21,564 19,877 18,321 18,070 17,517 15,744 15,397 15,016 14,959
収入 2,157 6,964 7,877 7,371 6,670 6,147 6,544 5,697 5,416 5,458
国 ･ 県から
の補助金
3,131 4,000 493 506 2,000 2,000 2,000 1,587 1,706 1,713
一般会計
支出（推計）
5,845 10,600 11,507 10,444 9,400 9,370 7,200 8,113 7,894 7,787
収入÷一般
会計支出






































運賃収入等 2,154 6,701 6,999 6,352 6,117 6,097 5,157 4,997 4,821 4,759
広告等収入 NA 140 754 200 200 0 550 250 140 270
雑収入 3 123 124 124 46 19 0 1 0 0





















































車両リース料 1,464 4,758 4,392 4,392 4,392 2,562 0 0 0 0
運転委託費 2,880 9,052 6,433 6,418 6,386 6,165 11,158 11,092 10,775 10,923
システムリース料 644 1,726 1,726 1,726 1,726 1,323 0 0 0 0
人件費
（人件費補助金）
1,284 3,016 3,014 3,001 2,918 2,918 1,500 1,500 1,500 1,500
ガソリン代 NA 1,683 1,789 1,705 1,417 1,641 1,599 1,617 1,670 1,623
予約センター費 262 487 391 187 144 156 0 0 0 0
事務費 NA 418 332 368 560 431 345 356 282 367
租税公課，会議費，
研修費
NA 47 175 192 160 153 163 156 126 163
広告宣伝費 2,395 253 158 0 10 18 208 41 18 58
利用促進事業費，
福利厚生費，雑費
NA 122 772 26 326 1,314 322 180 215 80
次期繰越金 NA 0 695 308 33 836 449 454 429 245










































































































稼働日数 一般 手帳利用者 子供・乳幼児 その他 利用者数 １日平均利用者数北部 南部 まちなか北部 南部 まちなか北部 南部 まちなか
４月 20 343 498 80 47 99 8 2 10 3 0 1,090 54.50
５月 20 277 464 113 78 70 18 3 5 2 0 1,030 51.50
６月 22 334 586 107 92 90 8 0 1 0 0 1,218 55.36
７月 20 310 590 84 66 106 13 2 2 2 0 1,175 58.75
８月 23 299 531 96 70 105 21 12 7 2 0 1,143 49.69
９月 20 384 587 97 90 128 26 5 3 1 16 1,337 66.85
10月 21 462 725 121 91 124 63 2 5 4 12 1,609 76.61
11月 20 455 681 118 76 141 39 0 4 4 6 1,524 76.20
12月 20 383 645 127 102 115 35 2 11 0 0 1,420 71.00
１月 19 413 584 113 80 98 40 2 0 0 14 1,344 70.73
２月 19 398 593 91 92 106 33 6 0 1 16 1,336 70.31






稼働日数 一般 手帳利用者 子供・乳幼児 その他 利用者数 １日平均利用者数北部 南部 まちなか北部 南部 まちなか北部 南部 まちなか
４月 21 321 548 69 88 83 25 2 6 0 0 1,142 54.38
５月 18 325 508 81 97 75 22 0 0 0 1 1,109 61.61
６月 22 316 620 102 94 87 28 0 0 0 0 1,247 56.68
７月 22 361 624 86 140 100 26 2 4 0 0 1,343 61.04
８月 21 332 570 68 93 72 24 8 0 0 2 1,169 55.66
９月 19 264 529 73 94 113 30 1 2 0 0 1,106 58.21
10月 20 329 565 80 100 100 43 3 2 0 0 1,222 61.10
11月 19 309 501 78 99 81 33 1 0 0 1 1,103 58.05
12月 19 364 551 96 115 73 37 1 1 0 0 1,238 65.15
１月 19 380 534 97 112 74 33 1 0 0 1 1,232 64.84
２月 19 313 507 81 88 85 24 4 0 0 1 1,103 58.05















自宅 商店街 金融機関 病院 薬局 町役場 駅 戸口 その他
平成23年度 5,763 61 73 1,907 751 110 208 161 2,233
平成24年度 5,588 53 49 1,943 782 54 190 167 2,092





自宅 商店街 金融機関 病院 薬局 町役場 駅 戸口 その他
平成23年度 5,131 43 228 4,426 11 142 329 128 829
平成24年度 5,126 24 199 4,361 12 105 208 126 757








月 ８時便 ９時便 10時便 11時便 １時便 ２時便 合計
４月 155 264 207 247 176 93 1,142
５月 134 288 199 232 170 86 1,109
６月 173 320 215 283 165 91 1,247




８月 170 281 197 254 186 81 1,169
９月 149 273 201 237 144 102 1,106
10月 165 321 202 258 188 88 1,222
11月 163 276 217 197 172 78 1,103
12月 173 294 218 264 202 87 1,238
１月 199 291 200 224 221 97 1,232
２月 158 266 186 217 195 81 1,103
３月 177 273 205 238 197 88 1,178
合計 2,000 3,455 2,513 2,914 2,213 1,097 14,192
出所：高畠町の提供資料
5．5　利用者の増加に向けて
　高畠町のデマンドタクシーを利用するためには利用者登録する必要がある。平成26年１月の登
録者数は1,255人である。図８に平成26年１月現在の登録者数（1,255人）の年齢別割合を示してある。
この図から70歳以上の高齢者が79.2％を占め、圧倒的に多いことが分かる。
　高畠町の平成27年４月の人口は24,470人であるから、登録者は全人口の約５％である。長野県
飯綱町では平成23年３月末で人口の約16％、長野県安曇野市では人口の約26％が登録しているの
で、活発に利用されている地域と比較すると登録率が低いと考えられる。利用者拡大のためには
登録率の向上が欠かせない。
　10年前の高齢者と比べて、現在の高齢者は自動車免許の保有率が高いと言われている。さらに、
高齢になっても自動車の運転を継続する。もちろん、高齢者が自動車を運転し続ける状況が適切
であるとは言いがたい。このような状況が継続すると、デマンドタクシーを必要とする人が減っ
70代,
20.6%80代,
42.3%
60代,
9.7%
90代,
16.3%
50代,5.0%
40代,2.3%
30代,0.6%
20代,
1.8%
10代,1.1%
100代,0.2%
70代,
20.6%
80代,
42.3%
60代,
9.7%
90代,
16.3%
50代,5.0%
40代,2.3%
30代,0.6%
20代,
1.8%
10代,1.1%
100代,0.2%
出所：高畠町の提供資料
図８：登録者の年齢別割合（平成26年１月）
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てしまう。その結果、運賃収入が減り、デマンドタクシーの運行を維持することが困難となる。
これはデマンド型交通を運行する多くの自治体が抱える問題となっている。そのためには、アン
ケート調査などを行い、利用者のニーズを掘り起こすことが欠かせないと考えられる。
６．結　　び
　本稿では山形県高畠町において平成17年12月から運行が開始されたデマンドタクシーを紹介し
た。この時期にデマンド型交通を導入する場合、予約受付運行システムも併せて導入するならば、
ＮＴＴ東日本製を始めとする電話回線による通信機能を備えたシステムを採用する事例が多いと
考えられる。しかし、同町では、i-mode の普及していない地域があったことに加えて金額面の
安さなどから、電話回線ではなく無線による通信機能を備えた㈱フジデジタルイメージングの予
約受付運行システムを採用した。この点が同町のデマンド型交通における予約受付運行システム
上の大きな特徴となっている。
　高畠町は経費節約等の目的で平成23年度にデマンドタクシーの運行方法を見直した。増便に加
えて、運行エリア間の乗り継ぎ料金を廃止したものの、平日の予約時間を短縮した上に、30分前
までであった予約の締め切り時刻を前日の午後３時までとした結果、運行経費を節約できたもの
の、利用者が約20％も減少した。こうした変更を行うことで、予約受付運行システムの持ってい
る利点が生かされきれなくなってしまうことは惜しまれる。経費節減を目的とした運行方法の変
更は難しい。
　しかし、デマンド型交通が廃止されると高齢の住民が通院や買い物をすることがとても困難に
なる。つまり、デマンド型交通は高齢の住民の生活と直結している。したがって、財政状況が厳
しい中で提供できる交通サービスの質を下げてもデマンド型交通を存続させた町の判断は適切で
あろう。
　受益者の負担額である収入と町の負担額を示す一般会計支出の比はほぼ0.7：１で推移してい
ることから、高畠町では受益者が一定の負担をしていると看做して良いであろう。財政状況の厳
しい自治体では、財政支出の一つ一つに対して厳しい目が向けられている。しかし、デマンドタ
クシーは通院と買い物という高齢者の生活へ直接係る公共サービスである。そこで、支出額の多
寡ではなく、受益者の負担額である収入と町の負担額の比率、いわば民と公の比率を基準に議論
する方が適切ではないかと考えられる。そうすると、高畠町で新しい運行方法によってデマンド
タクシーの運行を継続することは適切であると判断できる。
　高畠町では運行開始から約10年が経ったにものの、開始当時の車両と機器を利用しているが、
現在のところ運行に支障はないようである。デマンド交通は運行収入だけで運行経費を賄えず、
自治体の財政的な支出が欠かせない。したがって、財政状態が厳しい自治体の場合は車両や機器
の更新をすることは容易でない。デマンドタクシーという交通サービスを継続させていくために
は車両や機器の更新費用についても考えておく必要がある。
－81－
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　高畠町では、町営バスの利用者が減少していたため、抜本的な対策を検討した上で、デマンド
タクシーを平成17年12月に導入した。その結果、町営バスよりも効率的であると同時に、質も高
い交通サービスを全ての地区の住民へ提供することが可能となった。そして、運行方法の変更を
行うといった工夫を重ねた結果、利用者と自治体の負担額の比率を0.7：１で維持し、受益者が
一定の割合を負担する形で事業を運営している。課題を抱えつつも高畠町におけるデマンドタク
シーの導入は一定の成果を挙げていると言える。
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